
第6回稲門建築会特別功労賞（2003.5.28）

田中文男

表彰理由：

早稲田大学工業高等学校建築科を卒業し、以来、日本の木造建築の実践

と研究を重ね、学者棟梁としてつとに知られている。重要文化財修復お

よび復元を初め、住宅や一般建築の設計施工まで活躍の場は広い。国内

および国際的にもマイスター型人材育成の要職を歴任し、教育に多大の

活躍をされている。

その主張は工法を伴い、生きものである多種類の古木、樹齢木、樹木

等をよく知り、よき診断のうえ「ホンモノ」のものづくりを志している。

それは「無限」を教えると共に、曼荼羅ものづくり人生談義として斯界

に与えている影響は大きく、稲門建築会の名声を高めた功績は極めて大

である。

◎略歴：

1932 年　千葉県生まれ

1946 年　宮大工の徒弟になる

1957 年　田中工務店設立

1958 年　早稲田大学工業高等学校建築科卒業　　　　　

1962 年　株式会社 眞木建設 設立

1991 年　有限会社 眞木 設立

◎主な業績：

創立以来、国指定重要文化財建造物、自治体指定文化

財建造物の保存修理工事、民間の社寺および個人住宅

の設計・施工請負・管理等にあたる。近年は、ものづ

くり大学特任教授として人材の育成にあたる。

◎最近の関連業務：

・大本山向嶽寺伽藍整備工事（山梨県）

・旧堀田邸保存整備工事（千葉県）

・国史跡平沢官衙遺跡建築建物復元工事（茨城県）

・国営吉野ヶ里歴史公園復元整備工事（佐賀県）

◎主な著作・紹介：

INAX ALBUM3 7「関東の住まい」INAX 出版1996 年

INAX BOOKLET 「現代棟梁田中文男」INAX 出版

1998 年

『住宅建築』2000 年3 月号 特集／田中文男の“いま”

写真上：須賀神社神門（栃木県小山）

右列上から、国史跡平沢官衙遺跡建築物復元工事（茨城県）、

大本山向嶽寺伽藍

整備工事（山梨県）、長徳寺


